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この資料について

私が令和６年11月６日に徳島産業保健総合
支援センターで講演した際の資料を基に、一部
最新の情報に修正の上で作成しています。
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1.はじめに

私のこれまでの職務経験。

・現在は行政官（受験時は、任官15年目）です
が、任官前に民間企業での勤務歴が約２年あ
ります。

・不動産会社で、物件調査や契約書等の法令
面からの審査を行う仕事でした。

・民間での勤務経験や任官後の経験で今の業
務を進めてきましたが、手詰まりを感じることも
多くなってきたと感じていました。



皆さんは、こんなことを言われたことはありませんか？

・健康診断受けたくない。

・なんで、その対策しないといけないの。

・その対策はお金（利益）になるの。

・（営業・製造部署から）誰が会社の利益を稼いでると思って

いるんだ。
また、こんな経験はありませんか？

・長期休職者へのフォロー

・作業環境測定の結果が悪かった。

・労働災害への対策をしたけど、また同じ災害が発生した。

・予算がなく、十分な対策がすぐにできなかった。

↓
より自信を持って活動したいと思ったことはありませんか。

1つの選択肢として、労働衛生コンサルタント（労働衛生工学）の
取得を目指してみませんか。



化学物質管理専門家が
事業場に「専属」で配置
されていることが必要。

労働衛生コンサルタント（労働衛生
工学）の果たす役割が非常に大きい。



２．労働衛生コンサルタント試験の概要



労働衛生コンサルタントとは

安衛法第81条第２項
労働衛生コンサルタントは、労働衛生
コンサルタントの名称を用いて、他人の
求めに応じ報酬を得て、労働者の衛生
の水準の向上を図るため、事業場の衛
生についての診断及びこれに基づく指
導を行うことを業とする。

引用：一般社団法人 日本労働安全衛生コンサルタント会作成
2024年（リーフレット）
2024-10-28 掲載許諾済

・国家資格
・名称独占資格
・試験合格後、すぐに登録できます。
→口述試験のところで意図を考えます



労働衛生コンサルタント試験の概要

＜受験区分＞

・保健衛生

→労働衛生三管理のうち
健康管理・作業管理が中心

・労働衛生工学

→労働衛生三管理のうち
作業環境管理が中心

今回はこちらを
中心に



労働衛生コンサルタント試験の概要
＜主な受験資格＞

１．大卒理系で衛生実務５年以上

２．短大卒等理系で衛生実務７年以上

３．高卒理系で衛生実務10年以上
４．医師、歯科医師等

５．薬剤師

６．保健師でその業務に10年以上
７．技術士試験合格者

８．一級建築士免許を受けられる者

９．衛生工学衛生管理者免許を受け、衛生に係る技術的事項で衛
生工学に係る管理業務に３年以上

10.衛生管理者としてその職務に10年以上
11.作業環境測定士としてその業務に３年以上
12.臨床検査技師又は衛生検査技師としてその業務に10年以上等

受験資格があります。



労働衛生コンサルタント試験の概要

公益財団法人 安全衛生技術試験協会 “受験資格 労働衛生コンサルタント”
公益財団法人安全衛生技術試験協会 労働衛生コンサルタントの資格紹介・受験資格 | 公益財団法人安全衛生技術試験協会（参照2025-5-19）



労働衛生コンサルタント試験の概要

労働衛生一般：５肢択一、30問、２時間

労働衛生関係法令： ５肢択一、15問、１時間

専門科目：記述式、２時間

大問４問のうち２問を選択回答

合格基準：総得点の概ね６割以上

科目ごとで４割未満がある場合、不合格



試験の特徴（私見）

この試験は、やはり難しいと感じます。

・第１種衛生管理者試験合格率の約半分。



公益財団法人 安全衛生技術試験協会
“労働安全衛生法・作業環境測定法に基づく試験 統計 ３ 労働安全・労働衛生ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ試験 令和6年度”
公益財団法人 安全衛生技術試験協会 統計 | 公益財団法人安全衛生技術試験協会（参照2025-5-19）

労働衛生コンサルタント試験は難しい？



試験の特徴（私見）

この試験は、やはり難しいと感じます。

・第１種衛生管理者試験合格率の約半分。

・記述式の試験が存在する。

・記述試験の模範解答等について情報が少ない。

・トピックス性の高い問題が出題される傾向。

→労働衛生一般、関係法令、専門科目とも



本日の内容

３．筆記試験について



令和５年10月17日実施の試験

＜労働衛生一般＞

トピックス性の高い問題として、下記の事項が
出題されています。

・第１４次労働災害防止計画

「労働者の健康確保対策の推進」

・テレワークの適切な導入及び実施の推進の
ためのガイドライン

・第10次粉じん障害防止総合対策



引用：厚生労働省労働基準局安全衛生部計画課 2023年「第14次労働災害防止計画の概要」（冊子）



引用：厚生労働省作成 2021年「テレワークの適切な導入及び実施の推進のためのガイドライン」（パンフレット）

その他に、勤務間インターバル制度についても言及がありました。



引用：厚生労働省労働基準局安全衛生部 2023年「第10次粉じん障害防止総合対策」（ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ）





令和５年10月17日実施の試験

＜労働衛生一般＞

下記の項目についても出題されています。

・メタボリックシンドローム

・加齢による人体の機能の変化

・高年齢労働者の感覚や反応

・作業環境測定や局所排気装置について



令和５年10月17日の試験問題例

＜労働衛生一般＞

伝統的な問題としては、下記の項目での出題さ
れています。

・労働衛生の三管理（問1あたり）
・労働衛生統計（問2あたり）
・電離放射線、高気圧障害、酸欠、騒音性難聴

熱中症、物理的因子と障害部位、金属類

照度・採光、SDS、労働衛生保護具について



令和５年10月17日の試験問題例

＜労働衛生一般＞

労働衛生に関する試験ですが、労働安全に
ついての問題も一部あります。

・派遣労働者に関する安全衛生教育

→「派遣労働者に係る労働条件及び安全衛生の確保について（平成21年３月31日付け通達）」

・安全管理

→４S、労働災害の発生要因など

14次防で初めて用いられたｷｰﾜｰﾄﾞである「ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ指標」と
「ｱｳﾄｶﾑ指標」の概念についての出題がありました。



第14次防について

【アウトプット指標】

計画の重点事項の取組の成果として、労働者の協
力の下、事業者において実施される事項で、計画の
進捗状況の把握のための指標。

【アウトカム指標】

事業者がアウトプット指標に定める事項を実施し
た結果として期待される事項とされた計画の効果検
証を行うための指標。



令和５年10月17日の試験問題例

＜労働衛生一般＞

行政指針に関する問題もよく出題されます。

・職場における腰痛予防対策指針

・労働安全衛生ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑに関する指針（問29）
・化学物質等に関する危険性又は有害性等の調査等
に関する指針（問30）



令和５年10月17日実施の試験

＜労働衛生法令＞

トピックス性の高い問題としては、下記の事項
の出題が見られました。

・石綿解体工事等の事前調査結果の届出

・一般的事務作業における照度基準

・危険物、有害物規制



石綿事前調査について

引用：厚生労働省労働基準局 2022年「解体・改修・各種設備工事業者の皆さまへ 事前調査は、令和５年１０月１日着工の工事から
「建築物石綿含有建材調査者」が行う必要があります！」（リーフレット）

電子ｼｽﾃﾑによる報告を
原則化



引用：厚生労働省労働基準局 2021年「解体・改修・各種設備工事の受注者の皆さまへ 事前調査結果の
報告が施工業者（元請事業者）の義務になります」（リーフレット）



こちらは事務室
の基準

引用：厚生労働省労働基準局 2022年「ご存知ですか？職場における労働衛生基準が変わりました」（リーフレット）



こちらは事務室「以外」の作業場所
での基準。
事務室の基準とは区分が異なります。



引用：厚生労働省労働基準局 2022年「ご存知ですか？職場における労働衛生基準が変わりました」（リーフレット）

原則的な規定
便所:男女別(独立個室型除く)
男性大便房：60人ごとに１房
男性小便所：30人ごとに１箇所
女 性便房：20人ごとに1房

同時就業労働者数が常時
10人以内でないと男女別

に設置は必要

今後出題がある
かもしれません。



令和５年10月17日実施の試験

＜労働衛生法令＞

伝統的な問題としては、下記の事項について出題
されています。

・安全衛生管理体制

・安全衛生教育

・定期自主検査

など



令和５年10月17日実施の試験
＜受験区分（労働衛生工学）＞

労働衛生一般と関係法令は保健衛生と共通

専門科目（記述式）

問１ 労働衛生対策

問２ 騒音又は振動等

問３・４ 局所排気装置の圧損計算等

問１又は問２から１つ、問３又は問４から１つ
選択して、合計２題に回答する。



記述試験の雑感

・専門科目の対策

試験方式：記述式

・長い文章で自分の意見や考えを述べるというものではない。
・短文で、必要な要素（用語）を漏れなく書くという方式です。

論述式



問１（職場における有害物管理について）を

例に考えて行きます。



令和5年度 労働衛生コンサルタント試験 専門科目（労働衛生工学）問題



私が実際に受験した際の解答用紙には…

・前室を設置し、負圧に保つ。

・作業場所を隔離する。

・飲食及び喫煙を禁止し、その旨を表示する。

・作業主任者を選任し、一定の職務を実施させる。

・電動ファン付き呼吸要保護具を作業員に使用させる。

という内容で箇条書きにより記述しました。

他には…事前調査の実施と結果の周知、特別教育の実施など
の事項を記述することが考えられます。



引用：厚生労働省労働基準局 2015年
10月「ナフタレンとリフラクトリーセラミック
ファイバーについて健康障害防止措置が
義務付けられます」（リーフレット）



問３と問４の問題の特徴（完全な私見）

・一問は、排風量を求め、局排の圧損計算を行う

→ボトムアップ？
手間をかけて、積み上げる？

・もう一問は、理論的な知識を要求される傾向

→トップダウン？スマートに立ち回る？
理論を理解できていれば、対処しやすい

のでは？



４．口述試験について



例年10月中旬：筆記試験
↓

12月上旬頃、筆記試験合否発表
↓

口述試験の実施 大阪：翌1月中旬
東京:翌1月下旬

↓
2月下旬最終合否発表



口述試験の概要

・試験官は3名です。
・試験官から質問された内容に口頭で答えます。

・「15分程度」の対面による試験です。
・試験内容：労働衛生一般、労働衛生工学



＜口述試験室内の配置概要＞

机 机

荷
物
置
き

入
口

受験者

試験官

試験官

主任
試験官



口述試験の進み方
・最初に本人確認（氏名・受験番号）を受けます。

・その後、主任試験官からや労働衛生の実務経験
（年数等）を聞かれます（受験動機？）。

→自分自身の労働衛生に関する職務の棚卸しを
しておくことを勧めます。

願書記載内容と齟齬がないように。

・ここを通過すると労働衛生実務に関する様々な

問題について聞かれます。



口述試験の進み方

・私が受けた質問の例

・試験官への回答・説明時の雑感（私見）

→別途掲載している私の体験記を参照下さい。



試験官への回答・説明時の留意点（私見）

・だらだらと答えない。

基本的には、１つの問題について30秒程度で回
答できるよう準備しましょう。

・労働衛生コンサルタント試験は何の試験か？

→「労働衛生」についての国家試験である、
ということを強く意識して下さい。

・労働衛生の三管理を意識して回答する。

・試験合格後、すぐに登録できる理由は？

→コンサルタントとして開業しても十分な能力が
現時点であるか否か、という点で見られている。



５．試験対策等について



学習の進め方
参考となる資料・書籍の一例

・労働衛生のしおり（中災防発刊）

→最新年度と一年度前のもの
・日本作業環境測定協会が発刊する書籍

・厚生労働省が作成するリーフレット

などを活用していただければと思います。

これは労働衛生統計の問題への対策です（私見）。
令和6年度の試験では、令和4年の統計結果が問われています。
→令和6年度のしおりでは、令和5年の結果に注目しているため、勘違い
の恐れがあるためです。



学習の進め方

専門試験（労働衛生工学）問3・4の参考書籍
・「新 やさしい局排設計教室 第7版」
沼野雄志 著 （中災防発刊）

・「局所排気・プッシュプル型換気装置及び空気
清浄装置の標準設計と保守管理 第5版」

中災防 編 （中災防発刊）

などを活用下さい。



最大の試験対策は…
作業環境測定士の資格を取ることかも。

→労働衛生コンサルタント試験（労働衛生工学）
で科目免除が使える（衛生一般と関係法令）。

第二種（第一種の下位資格）で良いが…
→試験合格し、登録講習を修了して登録すること
までが求められる。

実際、労働衛生コンサルタント試験（労働衛生
工学）の受験者は、作業環境測定士であること
が多い。



このことをどう思いますか？（完全な私見です）

令和５年度は…
神戸会場で60名受験

午後２時過ぎ
までは、ほぼ
空席でした。
つまり、ここ
に座った方は、
記述試験だけ
を受験する受
験者（作業環
境測定士）と
言えます。

私



専門科目のみ受験
3÷39×100＝7.7％

2科目又は3科目受験
5÷21×100＝23.8％

筆記試験合格に３倍程度の開きが見られた。

＜私見＞

私も作業環境測定士として登録していますが、労働衛生関係法令のみ免除を受け、
労働衛生一般と専門記述試験の2科目で受験しました（休憩時の他受験者の会話から、
作業環境測定士で私と同じ戦略を取られた方が複数名いました）。
作業環境測定士による2科目免除を受けられることは大きなメリットですが、私自身は
文系出身であり、専門記述試験（特に計算問題）に不安を覚えていましたので、労働衛
生一般を受験して点数の底上げを図るという戦略を取りました。

作業環境測定士で受験を検討されている方は、免除を受けられる科目の特徴をよく
理解して、科目免除をされるか検討いただければと思います。



試験対策という側面だけではありませんが…
徳島産業保健総合支援センターでの

産業保健関係者研修会

とくしま衛生管理者の集い

も活用されてはどうでしょうか。

また、日本労働安全衛生コンサルタント会が
開催する試験対策研修もぜひ活用下さい。


